
（単位：件）

年 度 区 分 骨 折 捻挫・脱臼 打撲・挫傷 創 傷 火熱傷
歯・顎の

損傷
その他 計 前年度比較

総件数 1,882 1,566 2,362 806 36 81 586 7,319 ▲ 805

小学校 875 808 1,344 612 24 60 250 3,973 ▲ 471

中学校 1,007 758 1,018 194 12 21 336 3,346 ▲ 334

総件数 1,787 1,532 2,352 780 34 77 533 7,095 ▲ 224

小学校 821 827 1,317 598 23 57 209 3,852 ▲ 121

中学校 966 705 1,035 182 11 20 324 3,243 ▲ 103

総件数 1,898 1,495 2,252 726 27 62 524 6,984 ▲ 111

小学校 943 829 1,317 543 14 43 243 3,932 80

中学校 955 666 935 183 13 19 281 3,052 ▲ 191

総件数 1,914 1,568 2,206 747 25 65 535 7,060 76

小学校 942 871 1,241 557 20 57 264 3,952 20

中学校 972 697 965 190 5 8 271 3,108 56

総件数 1,870 1,540 2,293 765 31 71 545 7,115

小学校 895 834 1,305 578 20 54 242 3,927

中学校 975 707 988 187 10 17 303 3,187

小中学校における事故件数推移　～北九州市教育要覧より～
（平成28年度～令和元年度）
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①小中学校における事故件数総数が前年比７６件増加（小学校２０件増・中学校５
６件増）
②中学校の事故件数より小学校の事故件数のほうが８４４件多い。
③骨折・その他以外で小中学校の事故発生件数に差がある傾向がある。
⇒学校や児童生徒の実態に応じた指導が必要となる。特に、小学校は、身のこな
し方や注意力などが発達の途中であることを踏まえ、安全な場の設定や活動内容、
安全に留意した指導をする等、よりきめ細かな配慮が求められる。
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